
①
廻
郡
す
る
村
々
の
村
況
（
村
免
高
・
庄
屋
名
・
本
高
・
新
地
高
・
物
成

高
・
田
畑
の
面
積
・
�
数
・
人
数
・
牛
馬
数
・
産
土
神
・
社
家
・
寺
院
・
高

札
板
・
名
所
・
古
城
跡
・
山
・
川
・
池
沼
・
橋
・
出
屋
敷
・
里
程
・
峠
・
御

腰
掛
・
御
野
立
・
枝
村
な
ど
）、
②
手
永
ご
と
の
�
数
と
高
齢
者
名
と
そ
の

数
、
③
徳
人
（
苗
字
・
脇
差
・
上
下
御
免
の
者
）、
④
孝
人
褒
賞
、
⑤
納
税

褒
賞
、
⑥
社
人
名
前
、
⑦
大
村
よ
り
の
諸
方
里
数
、
⑧
御
廻
郡
御
順
道
里

数
書
、
⑨
長
崎
行
、
⑩
御
留
木
（
伐
採
を
禁
止
さ
れ
た
樹
木
）、
⑪
御
廻
郡

御
行
列
、
⑫
御
用
意
宿
、
⑬
御
案
内
、
御
付
添
大
庄
屋
名
前
、
⑭
御
先
払

郷
筒
名
前
、
⑮
廻
郡
世
話
方
、
⑯
焼
失
家
、
⑰
酒
造
人
名
前
、
⑱
養
育
子

覚
、
⑲
社
倉
米
、
⑳
御
賄
方
、
�
御
家
中
渡
人
馬
、
�
御
菓
子
出
御
人
数
、

�
御
下
宿
割
、
�
御
廻
郡
御
休
泊
附
、
�
御
本
陣
役
割
と
な
っ
て
お
り
、

藩
主
廻
郡
の
意
図
・
対
応
が
事
細
か
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

七

勝
山
町
域
を
通
過
し
た
人
た
ち

貝
原
益
軒

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
一
月
二
十
二
日
、
幕
府
は
、

「
武
徳
大
成
記
」
や
「
関
ケ
原
軍
記
」・「
大
坂
軍
記
」

な
ど
を
木
下
順
庵
に
編
修
さ
せ
る
た
め
、
幕
臣
や
諸
大
名
に
対
し
て
、
家

譜
及
び
史
料
の
提
出
を
命
じ
た
。
そ
れ
で
、
福
岡
藩
主
黒
田
長
重
は
、
そ

の
編
修
調
査
を
藩
儒
貝
原
益
軒
に
命
じ
た
の
で
あ
る
（『
日
本
庶
民
生
活
史

料
集
成
』
第
二
巻
）。

益
軒
は
、
大
友
義
統
と
黒
田
如
水
が
戦
っ
た
石
垣
原
合
戦
の
古
戦
場
視

察
の
た
め
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
四
月
朔
日
、
豊
前
・
豊
後
地
方
へ

の
、
二
〇
日
間
の
旅
へ
出
た
。
こ
の
た
び
の
旅
行
は
、
家
族
や
衣
笠
半
助

ら
門
下
生
十
数
名
を
供
連
れ
の
、
藩
命
に
よ
る
公
式
な
も
の
で
あ
っ
た
。

『
豊
国
紀
行
』
は
、
こ
の
と
き
の
見
聞
録
で
あ
る
。

四
月
朔
日
、
福
岡
荒
津
（
現
、
福
岡
市
荒
戸
）
の
自
宅
を
発
っ
た
益
軒

は
、
飯
塚
│
直
方
│
香
春
を
経
て
、
五
日
に
は
七
曲
峠
を
越
え
て
、
上
野

新
町
の
「
馬
驛
」（
宿
駅
）
に
到
達
し
て
い
る
。

た
ふ
げ

鏡
山
村
を
過
行
ば
、
其
東
に
、
七
曲
と
て
高
き
獄
あ
り
。
東
西
上
下
の
坂
、
凡
一
里

ば
か
り
あ
り
。
其
山
上
は
田
川
、
京
都
両
郡
の
境
な
り
。
山
上
よ
り
東
北
の
方
、
海

陸
の
詠
め
い
と
よ
し
。
山
の
東
は
京
都
郡
な
り
。

う
え

七
曲
東
の
麓
に
上
野
村
有
。
其
西
に
障
子
嶽
あ
り
。
天
正
十
四
年
、
黒
田
孝
高
の
攻

め
落
し
給
ひ
し
城
跡
あ
り
。
高
橋
右
近
元
種
が
端
城
也
。
高
山
也
。

上
野
新
町
は
七
曲
嶺
を
東
の
方
に
下
だ
り
つ
く
し
て
上
野
村
の
な
を
東
に
有
。
馬
驛

也
。
香
春
よ
り
一
里
十
七
町
有
。

上
野
新
町
の
宿
駅
を
通
過
し
た
益
軒
は
、
黒
田
孝
高
の
謀
略
で
悲
惨
な

最
期
を
遂
げ
た
国
人
領
主
宇
都
宮
鎮
房
の
居
城
城
井
谷
を
見
る
た
め
、
天

生
田
か
ら
西
城
井
谷
に
入
り
、
光
富
村
を
経
て
、
節
丸
村
在
住
の
惣
庄
屋

助
右
衛
門
宅
に
投
宿
し
た
。
翌
六
日
は
、
山
を
越
え
て
東
城
井
谷
に
入

し
ょ
う
え

り
、
椎
田
に
出
て
宿
泊
。
そ
の
後
、
松
江
│
中
津
高
瀬
│
大
貞
│
如
水
原

ひ

じ

│
四
日
市
│
宇
佐
八
幡
宮
│
豊
後
高
田
│
木
付
│
日
出
を
経
て
、
黒
田
如

水
（
孝
高
）
が
関
ケ
原
の
戦
い
の
際
、
大
友
義
統
を
破
っ
た
別
府
市
北
郊

の
石
垣
原
の
古
戦
場
を
実
地
に
見
て
、
十
二
日
は
別
府
の
湯
宿
に
泊
ま
っ

た
。
十
三
日
、
別
府
よ
り
船
に
乗
っ
て
府
内
（
現
、
大
分
市
）
へ
上
陸
し
、
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福
岡
福
岡 

飯
塚
飯
塚 

直
方
直
方 

新
町
新
町 

黒
田
黒
田 天
生
田

天
生
田 

椎
田
椎
田 松

江
松
江 中

津
中
津 

宇
佐
宇
佐 

別
府
別
府 

府
内
府
内 

日
出
日
出 

木
付
木
付 

豊
後
高
田

豊
後
高
田 

福
岡 

飯
塚 

直
方 

新
町 

黒
田 天
生
田 

椎
田 松

江 中
津 

宇
佐 

別
府 

（
船
） 

府
内 

日
出 

木
付 

豊
後
高
田 

城
下
の
名

勝
・
旧
蹟
を

訪
ね
て
い

る
。帰

路
は
、

四
月
十
六
日

朝
、
別
府
を

発
ち
、
鶴
見

か
ん
な
わ

原
│
鉄
輪
│

佐
田
を
経

て
、
四
日
市

の
庄
屋
宅
に

一
泊
し
た
。

十
七
日
、

四
日
市
を

い
で
中
津

に

い

た

る
。
香
月

氏
に
道
に

て

あ

い

ぬ
。
と
も

な
ひ
て
彼

家
に
い
た
り
、
い
こ
ひ
て
後
、
寳
蓮
坊
に
い
た
る
。
彼
両
人
を
伴
な
ひ
、
高
瀬
川
の

方
に
行
。
折
ふ
し
小
雨
そ
ぼ
ふ
る
。
わ
か
れ
を
な
し
て
か
へ
り
ぬ
。
小
今
井
を
す
ぎ
、

あ
ま

ふ

だ

八
屋
を
と
ほ
り
、
椎
田
に
ゆ
き
て
又
し
ば
し
い
こ
う

（
築
）

。
筑
城
を
す
ぎ
、
天
生
田
を
通

り
、
馬
ケ
嶽
の
ほ
と
り
に
行
ば
、
日
す
で
に
く
れ
ぬ
。
中
津
に
て
香
月
氏
・
寳
蓮
坊

な
ど
か
へ
る
さ
に
か
な
ら
ず
黒
田
村
に
よ
り
て
大
な
る
窟
を
見
よ
と
云
。
け
ふ
黒
田

村
に
宿
す
れ
ば
、
明
日
直
方
迄
い
た
る
に
便
能
か
ら
ん
と
お
も
ひ
、
夜
中
に
た
ど
り

ゆ
き
て
、
黒
田
村
の
彌
三
右
衛
門
が
家
を
尋
ね
、
其
邊
り
に
や
ど
を
か
り
な
ん
と
せ

し
か
ど
も
、
彌
三
右
衛
門
わ
が
も
と
に
宿
せ
よ
と
し
き
り
に
云
へ
ば
、
い
な
び
か
た

く
て
と
ど
ま
り
ぬ
。
あ
る
じ
よ
い
・
あ
さ
盛
饌
を
ま
う
く
。

十
七
日
、
四
日
市
を
発
っ
た
益
軒
は
、
中
津
で
偶
然
、
名
医
香
月
半
山

に
会
い
、
帰
路
の
途
中
、
勝
山
町
中
黒
田
の
綾
塚
（
女
帝
窟
）
を
見
る
よ

う
に
言
わ
れ
た
。
小
今
井
│
八
屋
│
椎
田
と
、
豊
前
道
を
た
ど
っ
た
一
行

は
、
椎
田
道
（
椎
田
│
築
城
│
国
作
│
天
生
田
）
へ
入
り
、
そ
し
て
天
生

田
か
ら
香
春
道
（
天
生
田
│
大
谷
│
西
谷
│
久
保
│
新
町
│
上
野
│
鏡
山
│

香
春
）
を
通
り
、
こ
の
日
は
黒
田
村
の
彌
三
右
衛
門
宅
へ
投
宿
し
た
。

十
八
日
、
益
軒
は
、
中
津
で
会
っ
た
香
月
半
山
の
勧
め
ど
お
り
、
黒
田

村
の
石
窟
（
女
体
権
現
）
に
入
っ
た
。
巨
大
な
石
窟
の
神
秘
さ
に
感
動
し

た
益
軒
は
、
そ
の
時
の
光
景
と
感
慨
を
詳
し
く
紀
行
文
に
書
き
記
し
て
い

る
。十

八
日
、
宿
り
を
い
で
ゝ
、
朝
、
黒
田
村
の
石
窟
に
い
た
る
。
其
深
さ
よ
こ
に
入
事

十
間
、
お
く
の
間
は
疊
八
で
う
つ
ら
ぬ
る
ば
か
り
。
其
ま
へ
に
疊
四
で
う
し
く
ほ
ど

な
る
所
三
所
あ
り
。
其
高
さ
は
七
、
八
尺
あ
ま
り
。
お
く
の
ま
は
大
石
各
一
を
以
て

図５―２０ 貝原益軒『豊国紀行』のルート
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三
方
を
つ
く
り
、
ま
へ
な
る
所
も
皆
大
石
を
か
さ
ね
、
中
間
に
四
柱
あ
り
て
上
の
石

い
は
や

を
さ
ゝ
へ
り
。
凡
窟
は
い
づ
く
に
も
多
け
れ
ど
、
い
ま
だ
か
や
う
の
大
に
し
て
い
さ

ぎ
よ
き
は
見
侍
ら
ず
。
是
は
人
力
に
て
な
せ
る
所
な
り
。
お
く
の
間
に
大
な
る
石
の

ひ
つ
有
。
此
さ
き
或
者
其
内
に
財
あ
り
な
ん
や
と
て
ふ
た
を
う
ち
わ
り
て
見
し
に
何

も
な
か
り
き
。
里
人
は
こ
ゝ
を
女
體
権
現
と
云
。
い
か
ゞ
し
た
る
故
や
ら
ん
い
ぶ
か

は
つ

し
。
口
は
南
に
む
か
へ
り
。
彌
三
右
衛
門
が
曰
、
四
極
山
は
企
救
郡
に
属
せ
り
。
海

ぬ
き

邊
に
あ
る
高
山
也
。
今
は
貫
山
（
北
九
州
市
小
倉
南
区
に
あ
る
山
。
標
高
七
一
二
㍍
）

ゆ
い

と
云
。
七
曲
坂
の
山
の
北
の
末
也
。
其
北
に
笠
結
嶋
あ
り
て
相
對
す
。
其
間
相
さ
る

事
半
里
ば
か
り
。
笠
結
嶋
も
又
企
救
郡
に
あ
り
と
云
。
此
説
い
ぶ
か
し
。
豊
後
に
又

し
は
つ
山
・
笠
縫
嶋
あ
り
。
又
企
救
郡
千
佛
（
北
九
州
市
小
倉
南
区
平
尾
台

＝

カ
ル

ス
ト
台
地
の
西
部
に
あ
る
鍾
乳
洞
）
と
て
大
な
る
窟
有
。
精
霊
が
窟
の
南
に
あ
た
る
。

佛
多
し
。
是
は
ほ
ら
に
は
あ
ら
ず
。
お
よ
そ
豊
前
の
内
所
々
に
窟
多
と
云
。
予
彌
三

右
衛
門
に
わ
か
れ
を
告
て
、
そ
れ
よ
り
上
野
を
す
ぎ
七
曲
り
の
坂
を
越
へ
、
香
春
の

驛
に
休
み
、
夏
吉
の
二
の
窟
に
入
。
境
村
（
現
、
直
方
市
内
）
を
す
ぎ
、
申
の
時
ば

か
り
（
午
後
四
時
ご
ろ
）
に
直
方
の
新
町
に
つ
き
ぬ
。
あ
け
の
日
は
其
所
に
と
ゞ
ま

り
、
廿
日
の
日
福
岡
へ
か
へ
り
ぬ
。

益
軒
ら
一
行
は
、
新
町
・
上
野
村
を
経
て
七
曲
峠
を
越
え
、
香
春
駅
で

ひ
と
休
み
し
、
直
方
新
町
で
二
泊
。
二
十
日
、
福
岡
に
無
事
帰
着
し
た
。

益
軒
、
時
に
六
十
四
歳
で
あ
っ
た
。

三
浦
梅
園

豊
後
国
の
国
東
半
島
安
岐
（
現
、
大
分
県
東
国
東
郡
安

岐
町
富
永
）
の
儒
医
三
浦
梅
園
が
、
長
崎
に
遊
ん
だ
と

き

ざ
ん
ろ
く
そ
う
こ
う

き
の
紀
行
文
に
「
帰
山
録
草
稿
」
（
岩
波
文
庫
『
三
浦
梅
園
集
』
）
が
あ
る
。

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
八
月
十
四
日
、
安
岐
を
発
っ
た
梅
園
ら
一
行

一
二
名
は
、
豊
後
高
田
│
中
津
│
三
毛
門
（
豊
前
市
）
│
求
菩
提
（
同
）

さ
わ

だ

│
寒
田
（
築
城
町
）
│
帆
柱
（
犀
川
町
）
を
経
て
野
峠
を
越
え
、
彦
山
を

参
詣
し
て
、
二
十
二
日
、
小
石
原
に
出
た
。
そ
し
て
、
石
櫃
（
夜
須
町
）

│
宰
府
│
善
導
寺
│
久
留
米
│
柳
川
│
大
川
│
佐
賀
│
武
雄
│
川
棚
│
大

村
│
長
与
を
経
て
、
九
月
六
日
、
長
崎
へ
到
着
し
た
。
長
崎
に
は
、
お
よ

そ
一
か
月
近
く
滞
在
し
て
、
名
勝
・
旧
跡
を
訪
ね
て
い
る
。

帰
路
は
、
十
月
三
日
に
長
崎
を
発
ち
、
松
原
│
彼
杵
│
嬉
野
│
唐
津
│

雷
山
│
博
多
│
香
椎
│
宗
像
を
経
由
し
、
十
月
七
日
に
は
青
柳
（
古
賀

市
）
に
投
宿
し
て
い
る
。

十
月
八
日

曇
天
。
青
柳
よ
り
赤
馬
〈
赤
間
〉
四
里
。
大
黒
や
松
尾
□
兵
衛
□
名
□

同
と
い
ふ
処
に
て
銀
か
へ
、
下
界
村
（
現
、
直
方
市
下
境
）
幸
七
と
い
ふ
に
宿
す
。

青
柳
よ
り
あ
ぜ
〈
畦
〉
町
へ
弐
里
、
あ
ぜ
町
よ
り
赤
間
へ
弐
里
、
赤
間
よ
り
下
界
村

迄
五
里
、
こ
の
間
赤
間
よ
り
う
え
〈
植
〉
木
、
々
よ
り
の
ふ
が
た
〈
直
方
〉、
こ
の
下

に
こ
や
の
せ
〈
木
屋
瀬
〉
あ
り
。
あ
か
ま
、
う
え
木
の
間
、
北
の
方
に
よ
く
二
子
山

に
似
た
る
山
あ
り
。
さ
か
ひ
村
の
前
、
は
た
た
島
と
い
ふ
大
山
、
東
に
あ
り
。
土
手

を
さ
か
ひ
に
し
て
西
上
さ
か
ひ
村
は
ち
く
ぜ
ん
く
ら
て
ぐ
ん
〈
筑
前
鞍
手
郡
〉、
東
は

ス
イ鋤

木
田
村
（
現
、
赤
池
町
）
豊
前
田
川
郡
、
鋤
木
田
よ
り
上
野
村
（
同
）
・
べ
ん
上
〈
弁

城
〉
村
（
方
城
町
）
・
伊
方
村
（
同
）
・
夏
吉
村
（
現
、
田
川
市
）
・
下
河
原
〈
下
香
春
〉

村
・
香
春
村
、
是
迄
三
里
半
と
な
ら
ふ
。
鏡
山
田
河
郡
終
り
。
七
ま
が
り
と
山
を
こ

し
、
京
都
郡
上
野
村
・
同
新
町
半
宿
。
久
保
村
、
堤
〈
津
積
〉
村
、
西
谷
村
、
大
谷

村
、
是
よ
り
中
津
〈
仲
津
〉
郡
雨
田
〈
天
生
田
〉
村
。
こ
こ
に
南
中
津
、
東
小
倉
の
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安
岐
安
岐 

豊
後
高
田
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後
高
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中
津
中
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椎
田
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田 

香
椎
香
椎 

天
生
田

天
生
田 

新
町
新
町 

香
春
香
春 

木
尾
瀬

木
尾
瀬 

赤
間
赤
間 

帆
柱
帆
柱 

久
留
米

久
留
米 

柳
川
柳
川 

小
石
原

小
石
原 

彦
山
彦
山 

青
柳
青
柳 

博
多
博
多 

佐
賀
佐
賀 

唐
津
唐
津 

長
崎
長
崎 

大
村
大
村 

長
与
長
与 

武
雄
武
雄 

嬉
野
嬉
野 

川
柵
川
柵 

安
岐 

豊
後
高
田 

中
津 

椎
田 

香
椎 

天
生
田 

新
町 

香
春 

木
屋
瀬 

赤
間 

帆
柱 

石
櫃
石
櫃 

石
櫃 

久
留
米 

柳
川 

小
石
原 

彦
山 

青
柳 

博
多 

宰
府
宰
府 

宰
府 

佐
賀 

唐
津 

長
崎 

大
村 

長
与 

彼
杵
彼
杵 

彼
杵 

武
雄 

嬉
野 

川
柵 

追
分
（
南
は
東
、
東
は
北
の
誤
か
）、
今
川
を
わ
た
り
、
矢
ど
め
〈
矢
留
〉
村
、
八
景

山
・
妙
見
あ
り
。
国
分
村
（
現
、
豊
津
町
）
、
あ
ざ
み
、
呰
見
と
か
く
。
筑
城
村
（
現
、

築
城
町
）、
九
里
。
○
此
さ
か
ひ
村
も
元
石
あ
り
。

十
月
八
日
、
梅
園
ら
一
行
は
、
青
柳
宿
（
現
、
古
賀
市
）
よ
り
赤
間
宿

（
現
、
赤
間
町
）
を
通
り
、
こ
の
日
は
下
界
村
（
現
、
直
方
市
下
境
）
の
幸

七
宅
に
投
宿
し
た
。

十
月
九
日

時
々
時
雨
。
下
界
村
よ
り
二
里
ば
か
り
来
り
た
る
に
、
宿
や
よ
り
予
落

し
た
る
は
な
か
み
入
も
ち
来
る
。
香
春
岳
、
香
春
町
の
左
に
あ
り
。
さ
か
ひ
村
よ
り

カ
ハ
ラ

河
春
迄
三
里
半
。
香
春
よ
り
新
町
迄
一
里
半
、
此
間
に
七
ま
が
り
峠
あ
り
。
是
田
河

郡
、
京
都
郡
の
界
な
り
。
べ
ふ
田
の
池
の
ほ
と
り
よ
り
こ
な
た
中
津
〈
仲
津
〉
郡
。

こ
よ
ひ
日
く
れ
て
こ
く
さ
こ
〈
国
作
〉
村
庄
右
衛
門
と
い
ふ
農
家
に
や
ど
る
。
此
下

べ
ふ
〈
別
府
〉
と
い
ふ
村
よ
り
筑
城
郡
〈
築
上
郡
〉。
此
こ
く
さ
こ
村
の
西
（
南
の
誤

か
）、
国
分
寺
あ
り
。
国
分
村
と
い
ふ
。
け
ふ
道
づ
れ
の
物
が
た
り
に
、
筑
前
の
け
ん

ミ見
〈
検
見
〉
は
奉
行
よ
き
所
を
み
て
升
を
入
、
百
姓
あ
し
き
所
を
見
て
升
を
入
れ
、

是
を
合
せ
て
二
つ
に
わ
り
、
た
ね
歩
ふ
ち
引
て
□
□
す
る
よ
し
也
。
さ
て
新
町
よ
り

こ
く
さ
こ
迄
二
里
、
合
せ
て
七
里
。

十
月
九
日
、
梅
園
ら
は
、
香
春
町
東
入
口
の
追
分
か
ら
「
香
春
道
」
に

入
り
、
鏡
山
か
ら
七
曲
峠
を
越
え
て
勝
山
町
域
の
上
野
村
、
そ
し
て
新
町

に
辿
り
着
い
て
い
る
。
文
中
に
、「
同
新
町
半
宿
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当

あ
い

し
ゅ
く

時
、
新
町
は
半
宿
、
つ
ま
り
「
間
ノ
宿
」
で
あ
っ
た
。

新
町
宿
駅
か
ら
久
保
│
津
積
│
西
谷
│
大
谷
と
、「
香
春
道
」
を
通
っ

て
天
生
田
に
至
り
、
今
川
を
渡
河
し
、
矢
留
│
国
分
│
呰
見
│
築
城
と
、

図５―２１ 三浦梅園『帰山録草稿』のルート
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上
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香
春
香
春 新

町
新
町 

大
橋
大
橋 

日
田
日
田 

小
石
原

小
石
原 

英
彦
山

英
彦
山 

椎
田
椎
田 

天
生
田 

中
津 

宇
佐 

豊
後
高
田 

大
里 

小
倉 

黒
崎 

上
野 

香
春 新

町 

大
橋 

求
菩
提
山

求
菩
提
山 

求
菩
提
山 

羅
漢
寺

羅
漢
寺 

羅
漢
寺 日

田 

小
石
原 

英
彦
山 

椎
田 

「
椎
田
道
」
を
通
り
、
豊
津
町
国
作
の
農
家
庄
右
衛
門
宅
に
投
宿
し
た
。

十
月
十
日
、
国
作
を
発
ち
、
椎
田
│
植
野
（
中
津
市
）
を
経
て
、
善
光

寺
前
の
次
右
衛
門
宅
に
一
泊
。
そ
し
て
、
十
一
日
、
梅
園
は
、
豊
後
高
田

を
経
て
、
無
事
、
安
岐
町
富
永
の
居
宅
へ
帰
着
し
た
。
梅
園
、
時
に
五
十

六
歳
。
お
よ
そ
二
か
月
に
及
ぶ
、
二
度
目
の
長
崎
紀
行
で
あ
っ
た
。

の

だ

せ
い
り
ょ
う

野
田
成
亮

日
向
国
佐
土
原
の
修
験
野
田
成
亮
は
、
平
四
郎
（
町

ご
う
り
き

人
）
と
い
う
剛
力
（
従
者
）
を
伴
い
、
文
化
九
年
（
一

し
ゅ
っ
た
つ

八
一
二
）
九
月
三
日
、
佐
土
原
を
出
立
以
来
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）

た
く
は
つ

十
一
月
六
日
に
帰
着
す
る
ま
で
、
六
年
二
か
月
に
わ
た
る
長
い
托
鉢
を
続

れ
い
せ
き

け
て
、
日
本
全
国
の
名
山
霊
蹟
を
巡
拝
し
た
。『
日
本
九
峰
修
行
日
記
』

は
、
そ
の
日
々
の
旅
日
記
で
あ
る
。
九
峰
と
は
、
英
彦
山
・
石
槌
山
・
箕

面
山
・
金
剛
山
・
大
峰
山
・
熊
野
山
・
富
士
山
・
羽
黒
山
・
湯
殿
山
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
四
国
の
石
槌
山
は
、
従
者
の
平
四
郎
が
先
年
す
で
に
四

国
遍
路
の
折
、
登
拝
し
て
い
た
の
で
、
旅
程
か
ら
は
外
さ
れ
、
実
際
に
登

拝
し
た
の
は
八
峰
で
あ
る
。

一
年
目
の
年
末
は
長
崎
で
迎
え
、
豊
前
地
区
は
二
年
目
で
、
成
亮
五
十

七
歳
で
あ
っ
た
。
八
月
朔
日
に
太
宰
府
を
発
っ
た
成
亮
は
、
久
留
米
│
福

島
│
北
野
│
小
石
原
と
托
鉢
し
、
九
月
二
十
二
日
に
は
九
峰
の
一
つ
英
彦

山
に
登
拝
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
小
竹
村
│
日
田
│
羅
漢
寺
│
宇
佐
│
豊

は
い
さ
つ

後
高
田
│
中
津
と
配
札
し
、
十
月
十
一
日
に
は
求
菩
提
山
に
登
拝
。
十
三

日
に
椎
田
、
十
七
日
に
今
井
、
十
九
、
二
十
日
に
は
大
橋
町
で
托
鉢
、
配

札
を
し
た
。

廿
一
日

當
所
配
札
し
、
昼
時
よ
り
出
立
、
小
倉
街
道
新
町
と
云
ふ
に
宿
す
。

二
十
一
日
に
は
大
橋
町
で
配
札
後
、「
小
倉
街
道
」

＝

「
小
倉
道
」（
大

あ

も

う

だ

か

わ
ら

橋
│
流
末
│
天
生
田
）
を
と
お
り
、
天
生
田
か
ら
「
香
春
道
」（
天
生
田
│

久
保
│
新
町
│
上
野
│
鏡
山
│
香
春
）
に
入
り
、
大
谷
│
西
谷
│
久
保
を

経
て
、
新
町
（
勝
山
町
）
に
一
泊
し
た
。

図５―２２ 野田成亮『日本九峰修行日記』のルート
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廿
一
日

晴
天
。
新
町
配
札
。
昼
時
出
立
、
七
曲
り
と
云
ふ
峠
を
越
へ
香
春
と
云
ふ

宿
へ
下
る
。（
以
下
略
）

二
十
一
日
は
新
町
で
配
札
、
昼
ご
ろ
出
発
し
、
七
曲
峠
を
越
え
、
香
春

あ
が

の

だ
い

り

町
に
宿
泊
し
た
。
そ
の
後
、
上
野
│
黒
崎
│
小
倉
城
下
│
内
裏
（
大
里
）

と
配
札
、
赤
間
ケ
関
を
渡
海
し
、
長
府
へ
と
、
残
り
七
霊
峰
の
旅
を
続
け

た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
博
多
と
府
内
（
現
、
大
分
市
）
を
、「
香
春
道
」・「
椎

田
道
」・「
小
倉
道
」・「
中
津
道
」
な
ど
で
結
ぶ
、
こ
の
ル
ー
ト
は
、
貝
原

益
軒
・
三
浦
梅
園
ら
の
文
人
や
野
田
成
亮
ら
旅
の
山
伏
、
そ
し
て
役
人
や

旅
人
た
ち
が
通
る
重
要
な
街
道
で
あ
っ
た
。
新
町
宿
駅
は
、
こ
の
歴
史
街

道
の
中
継
宿
（
間
ノ
宿
、
半
宿
）
と
し
て
繁
栄
し
た
。

第
二
節

近
世
の
通
信

一

飛

脚

古
代
〜
近
世

初
頭
の
飛
脚

き
ん

す

て
い
そ
う

遠
隔
地
に
書
状
や
金
子
・
荷
物
な
ど
を
逓
送
す
る
も
の

と
し
て
「
飛
脚
」
が
あ
っ
た
。
広
義
で
の
飛
脚
と
し
て

は
、
平
安
時
代
の
飛
駅
使
に
よ
る
「
脚
力
」
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
に
は
、

継
馬
に
よ
る
「
鎌
倉
飛
脚
」
が
あ
っ
た
。
鎌
倉
│
京
都
間
の
所
要
日
数

し
っ
そ
う

は
、
五
日
か
ら
七
日
が
多
く
、
緊
急
便
は
昼
夜
疾
走
し
、
そ
の
所
要
日
数

は
、
三
日
か
ら
四
日
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
六
波
羅
飛
脚
」
も
あ
っ
た
。

蒙
古
襲
来
に
対
す
る
九
州
警
固
の
た
め
、
鎌
倉
│
博
多
間
に
は
、
文
永

の
役
直
後
に
逓
送
制
度
が
創
始
さ
れ
、
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
に
九
・

十
一
・
十
六
日
前
後
、
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
に
は
六
〜
七
日
で
書
状

や
金
子
・
荷
物
な
ど
が
逓
送
さ
れ
た
。

秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
で
は
、
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
に
京
都
・
大
坂
│

な

ご

や

名
護
屋
間
に
諸
大
名
に
よ
る
継
飛
脚
・
継
舟
が
設
け
ら
れ
、
飛
脚
継
夫
・

か

こ

船
頭
・
加
子
に
一
定
の
賃
銭
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
若
松
│
赤
間
│
博
多

│
唐
津
│
名
護
屋
を
結
ぶ
唐
津
街
道
筋
に
継
飛
脚
の
往
返
が
行
わ
れ
た
の

で
あ
る
。

継
飛
脚
と

大
名
飛
脚

寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）、
江
戸
幕
府
は
、
諸
街
道
の

宿
駅
に
お
い
て
人
馬
を
継
ぎ
替
え
、
御
状
箱
や
御
用
物

を
逓
送
す
る
脚
夫
に
継
飛
脚
給
米
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幕
府
公
用

の
「
継
飛
脚
」
を
実
質
的
に
設
置
し
た
。

江
戸
を
中
心
に
五
街
道
の
宿
駅
が
整
備
さ
れ
る
と
、
飛
脚
の
制
度
も
著

し
く
発
達
し
、
江
戸
〜
京
都
間
の
逓
送
時
間
は
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇

〇
）
の
八
二
時
間
が
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
に
は
六
八
時
間
に
短

縮
さ
れ
た
。

諸
大
名
も
公
用
飛
脚
の
「
継
飛
脚
」
に
な
ら
い
、
江
戸
〜
領
国
間
を
往

復
す
る
「
大
名
飛
脚
」
を
開
設
し
た
。

有
馬
久
留
米
藩
で
は
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
、
江
戸
〜
久
留
米

間
の
往
復
月
並
飛
脚
が
は
じ
ま
り
、
伝
言
物
の
斤
目
一
〇
〇
匁
に
つ
き
駄

じ
よ
う

賃
四
分
を
徴
収
し
た
。
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
は
、
江
戸
定
飛
脚
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